
コロナ陽性

【外来】新型コロナウイルス感染症 薬剤選択フォーミュラリ

無症状

抗ウイルス薬の
投与を推奨しない

・SpO2 < 96%
・肺炎所見あり
・合併症等で入院が望ましい

のいずれか

入院を検討
（入院治療のフローを参照）

外来治療

ラゲブリオ錠
原則院外処方(患者限定医薬品)

 18歳以上に投与可
 妊婦または妊娠している可能性のある女性には

禁忌
 ＜処方までの手順＞ ②に沿って処方

重症化リスク因子を有する軽症～中等症Ⅰ

パキロビッドパック300/600
原則院外処方 (患者限定医薬品)

eGFR60mL/min以上：パキロビッドパック600
eGFR30mL/min以上60mL/min未満：パキロビッドパック300
6歳以上かつ体重20kg以上40kg未満の小児：パキロビッドパック300
 成人および6 歳以上かつ体重20 kg 以上の小児に投与可
 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 ＜処方までの手順＞① → ②に沿って処方

重症化リスク因子のない軽症～中等症Ⅰ

 高熱・強い咳症状・強い咽頭痛
などの臨床症状がある

ある ない

パキロビッドパックが使用できない場合

商品名 一般名 投与開始の
タイミング 用法用量 1治療当たりの薬

価

パキロビッドパック600 ニルマトレルビル/
リトナビル 5日以内

1回0.5枚1日2回、5日間投与 99,027.5円

パキロビッドパック300 1回0.5枚1日2回、5日間投与 62,693.0円

ベクルリー点滴静注用 レムデシビル 7日以内 投与初日に200mg、投与2日目以
降は100mgを1日1回点滴静注

185,992.0円
（3日間投与）

ラゲブリオ錠400mg モルヌピラビル 5日以内 1回800mgを1日2回、5日間投与 86,596.0円

ゾコーバ錠125mg エンシトレルビル 3日以内 1日目は375mg、2日目から
5日目は125mgを1日1回 49,630円

医療費の自己負担割合に応じた、通常の窓口負担となる

ゾコーバ錠 の検討も可
原則院外処方(患者限定医薬品)

 一般に重症化リスク因子のない軽症例の多く
は自然に改善することを念頭に症状を考慮し
た上で投与を判断する

 12 歳以上の小児及び成人に投与可
 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 妊婦または妊娠している可能性のある女性に

は禁忌
 ＜処方までの手順＞ ① → ②に沿って処方

抗ウイルス薬の
投与を推奨しない

＜処方までの手順＞
① 服薬中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメントとの相互作用を確認する

相互作用の確認方法：「薬物相互作用マネジメントの手引き※1 」参照 または薬剤部※ 2に確認を依頼
② 患者限定医薬品のため、薬剤部※ 2へ患者限定申請願書を提出または電話する
※1 薬剤毎の手引きは、電子カルテ病院情報管理システム内コロナ対応状況ページに掲載
※2 平日日勤帯：DI室（6480）、夜間休日：調剤室（6476）

参考：各薬剤添付文書
5学会による新型コロナウイルス感染症診療の指針
IDSA Guidelines on the Treatment and Management of Patients with COVID-192026年6月更新 ver.7 感染制御室(6511)、薬剤部医薬品情報管理室(6480)、呼吸器・感染症・アレルギー内科

本フォーミュラリ問い合わせ先：感染制御室専従薬剤師



コロナ陽性
入院

軽症～中等症I (SpO2 > 93%、肺炎所見なし）

中等症II～重症
SpO2 ≦93% 酸素投与が必要

呼吸器・感染症・アレルギー内科に相
談平日日中：南2階外来PHS 
夜間休日：オンコール用スマートフォン

重症化リスク因子

内服可能

あり なし

2026年6月更新 ver.7 感染制御室(6511)、薬剤部医薬品情報管理室(6480)、呼吸器・感染症・アレルギー内科
本フォーミュラリ問い合わせ先：感染制御室専従薬剤師
991

パキロビッドパック300/600 (患者限定医薬品)
eGFR60mL/min以上：パキロビッドパック600
eGFR30mL/min以上60mL/min未満：パキロビッドパック300
6歳以上かつ体重20kg以上40kg未満の小児：パキロビッドパック300
 成人および6 歳以上かつ体重20 kg 以上の小児に投与可
 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 ＜処方までの手順＞① → ②に沿って処方

【入院】新型コロナウイルス感染症 薬剤選択フォーミュラリ

パキロビッドパックが使用できない場合

ラゲブリオ錠 (患者限定医薬品)
 18歳以上に投与可
 妊婦または妊娠している可能性のある女性には禁忌
 ＜処方までの手順＞ ②に沿って処方

＜処方までの手順＞
① 服薬中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメントとの相互作用を確認する

相互作用の確認方法：「薬物相互作用マネジメントの手引き※1 」参照 または薬剤部※ 2に確認を依頼
② 患者限定医薬品のため、薬剤部※ 2へ患者限定申請願書を提出または電話する
※1 薬剤毎の手引きは、電子カルテ病院情報管理システム内コロナ対応状況ページに掲載
※2 平日日勤帯：DI室（6480）、夜間休日：調剤室（6476）

無症状

抗ウイルス薬の投与を推奨しない

内服不可

ベクルリー点滴静注用
 体重3.5 kg 以上40 kg 未満の小児または

成人および体重40 kg 以上の小児に投与可

抗ウイルス薬の投与を推奨しない

重症化ハイリスクである
重症化ハイリスクとなる基礎疾患の例：末梢血B細胞が1％未満（過去6か月以内に
評価）、先天性無ガンマグロブリン血症 、造血幹細胞移植後2年未満または活動性
移植片対宿主病あり 、血液悪性腫瘍で治療中 、HIV感染（CD4 <200） 、その他
の重度の原発性免疫不全 、固形臓器移植後 等

ない ある

必要に応じて

参考：各薬剤添付文書
5学会による新型コロナウイルス感染症診療の指針
IDSA Guidelines on the Treatment and Management of Patients with COVID-19



新型コロナウイルス感染症患者に最終接触後72時間以内である

新型コロナウイルス感染症 予防内服フォーミュラリ

重症化リスク因子※あり 重症化リスク因子なし

予防内服の適応なし

ゾコーバ錠
(患者限定医薬品)

外来の場合は原則、院外処方
外来患者の薬剤費支払額（院外処方）：50,290円～55,000円前後
外来患者の薬剤費支払額（院内処方）：55,330円（税込）
入院患者の薬剤費支払額：54,593円（税込）

（薬剤費以外に技術料等が上乗せされる場合があります）

 「予防」の目的で使用した場合には保険給付されない
 必ずしもSARS-CoV-2による感染症を発症するとは限らないことを踏まえ、

本剤投与の必要性を特に慎重に検討すること
 12歳以上の小児及び成人に投与可
 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 妊婦または妊娠している可能性のある女性には禁忌
 ＜処方までの手順＞ ① → ②に沿って処方

患者の希望がある

＜処方までの手順＞
①服薬中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメントとの相互作用を確認する
相互作用の確認方法：「薬物相互作用マネジメントの手引き※1 」参照または薬剤部※ 2に確認を依頼

②患者限定医薬品のため、薬剤部※ 2へ患者限定申請願書を提出または電話する
※1 薬剤毎の手引きは、電子カルテ病院情報管理システム内コロナ対応状況ページに掲載
※2 平日日勤帯：DI室（6480）、夜間休日：調剤室（6476）

商品名 一般名 用法用量 1回当たりの薬価

ゾコーバ錠125mg エンシトレルビル 1日目は375mg、
2日目から5日目は125mgを1日1回 49,630円

2026年6月作成 感染制御室(6511)、薬剤部医薬品情報管理室(6480) 
本フォーミュラリ問い合わせ先：感染制御室専従薬剤師

※メタアナリシスまたは系統的レビューが報告されている疾患、またはCDCの系統的レビューの
プロセスを経た基礎疾患や重症化リスク因子

悪性腫瘍／肥満／喫煙歴／心疾患（心不全、冠動脈疾患、心筋症等）／脳血管疾患／慢性腎臓病（透析
を含む）／COPD／喘息／間質性肺炎／肺高血圧症／肺塞栓症／気管支拡張症／肝硬変／NASH／アル
コール性肝障害／自己免疫性肝炎／1型糖尿病／2型糖尿病／HIV／結核／精神疾患（うつ病を含む気分
障害、統合失調症）／認知症／パーキンソン病／固形臓器移植・造血幹細胞移植／身体活動不足／妊娠
および最近の妊娠／原発性免疫不全症／コルチコステロイドまたはその他の免疫抑制剤の使用

参考：薬剤添付文書
5学会による新型コロナウイルス感染症診療の指針
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